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・対応報告では時刻無しで
各主体の行動が羅列

・災害対応全体像が見えない

・対応報告では時刻無しで
各主体の行動が羅列

・災害対応全体像が見えない

計画
実際

時間軸上における
各主体の業務項目数変化として可視化

時間軸上における
各主体の業務項目数変化として可視化

3次元業務分析の実対応への適用
災害対応記録の時系列での可視化
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3次元業務分析
計画と実際の災害対応の比較俯瞰

中央

地方

計画 実際

全般として
計画通り業務を達成でき
ていない

特にインタビューからは地
方においては実施したくて
もできなかったという意見

中央のごく一部では計画
を超える対応を強いられ
る

全般として
計画通り業務を達成でき
ていない

特にインタビューからは地
方においては実施したくて
もできなかったという意見

中央のごく一部では計画
を超える対応を強いられ
る

計画通りの災害対応業務が実施されていない計画通りの災害対応業務が実施されていない
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ＺＺ

防災基本計画 第3編 風水害対策編 第2章 災害応急対策及び 第3章 災害復旧・復興

日本の災害対応
の業務分野

を設定

業務カテゴリ分析
業務計画範囲の明確化

バングラ
災害対応主体

を列挙

International Center for Urban Safety Engineering, IIS, The University of Tokyo 100

業務カテゴリ分析－Standing Orderの検証－

・救助・救急、避難収容、食料・飲料水

等の調達・供給、保健衛生等に

ついてはできる限り記述される

・各省が平時担当する分野の復旧

以外に、災害時特有の上記業務への

従事を明記

組織としてやらなければならない

災害対応をできる限り抽出している

災害時の人的・物的・時間的不足が考慮されているか
されていなければ、総花的計画となってしまう

災害時の人的・物的・時間的不足が考慮されているか
されていなければ、総花的計画となってしまう

計画全体を俯瞰

工業省・商業省・教育省等は
災害対応全体像の中から
災害時に行うべき業務を

ほとんど抜き出せていない

応急復旧・被害者への情報伝達・
自発的支援の受入れ業務は

他の業務分野と比較し
記述量が圧倒的に少ない

主体間の業務配置バランス・業務分野毎の記述量に疎密
日本の業務と照らし計画全体を俯瞰することで問題を指摘

主体間の業務配置バランス・業務分野毎の記述量に疎密
日本の業務と照らし計画全体を俯瞰することで問題を指摘

計画についての考察
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業務カテゴリ分析

平時業務範囲の延長上の災害対応のみを実施
なぜ、その他の災害対応業務を実施できなかったのか？

平時業務範囲の延長上の災害対応のみを実施
なぜ、その他の災害対応業務を実施できなかったのか？

実際業務計画業務
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緊急輸送のための
交通の確保・ 緊急輸送活動について

業務カテゴリ分析 実際業務計画業務

軍が緊急物資輸送のほとんどを代替
現状は計画と乖離があり過ぎるのでは？

計画の再考も必要ではないか？

軍が緊急物資輸送のほとんどを代替
現状は計画と乖離があり過ぎるのでは？

計画の再考も必要ではないか？

MoS
(Ministry of Shipping)

MoS
(Ministry of Shipping)

Deputy CommissionerDeputy Commissioner

MoS
(Ministry of Shipping)

MoS
(Ministry of Shipping)

Deputy 
Commissioner

Deputy 
Commissioner

中・長距離輸送が想定されていた主体中・長距離輸送が想定されていた主体

フェリー運航の維持など、平時業務に関連した業
務のみを実施、物資輸送関連業務は行わず

輸送手段調達のための予算を賄えず

物資輸送機材・予算を確保できたのは、実質的に軍部のみ
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成果

計画業務 実際業務1

１次改良
計画業務

実際業務2

n次改良 実際業務n+1

＜災害対応計画について＞

・計画と現実の乖離の理由を次の対応
計画に反映させ、より現状に即した計
画へと継続的に改定してゆくスキーム
を提案した

日本の業務に照らして計画を分析

し、不足点を指摘

自らの組織の実体験に沿って、現

在の計画が組織に適したものか否かを、
検証するプロセス

経験による修正を加え、より現実に

即した新たな対応計画による災害準備

新たな計画を次の災害において再

度その実体験に沿って検証し改善

1～4のプロセスを継続的に循環させる

1

2

3

4

1 2

3
4
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ご静聴，誠にありがとうございました．

目黒公郎

東京大学
生産技術研究所
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